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はじめに 

 

 本書は、犬山市立城東小学校での 2010 年度の実践研究「単元見通し学習による授業実践づくり」の

経過と成果の報告です。 

 新しい単元に入る第 1 時間目に、その単元の学習内容の概要を様々な形での教師の解説によって学

習者に示す手続きを導入するという「単元見通し学習」は、協同的な学びを促す効果的な授業設計の

仕方として、バズ学習の研究グループが開発したものです。1974 年に実証的にその効果を明らかにし、

1980 年には滋賀県五個荘小学校で組織的に実践をした結果が報告され、続いて春日井市でも算数を中

心にその効果が検討されてきました。 

 これから取り組む新しい学びの地図を一人ひとりの学習者がきちんともって学びをスタートするこ

とには、多様な意義があります。 

 地図をもつことによって、学習者は自分がどこに向かっているのか確認することができます。した

がって、ゴールに向かう過程で、今やっていることがどういう意味をもつのかをわかりながら学ぶこ

とができます。なぜ今そのことをしなくてはいけないかも理解できます。 

 ステップ・バイ・ステップで、教師が諄々と導いていく授業では、学習者はどこに自分が向かって

いるのか、なぜ今そのことをしなくてはいけないのか、今の学習内容がどこで役立つのか、そういっ

たことを理解しないまま、教師に引っ張られる学習活動をすることになります。 

 学習のゴールがわかり、学習過程の意義がわかり、自分の学習状況を振り返り検討する枠組みがあ

るという状況を作るのが「単元見通し学習」です。 

 そこでは学習者の学習の構えは主体的になり、自分の学びの状態を検討するというメタ認知を発動

させ、問題解決のための特定の方法や正しい唯一の答を見つけ出すことを目的とするというような、

手続き的な学力ではなく、認知的理解をめざすことが学びだということを経験することになります。 

 合わせて、協同的な学びで「単元見通し学習」が必要なのは、学習集団のメンバー全員が学習課題

を共有化することの必要性を満たすことになるからです。共に学ぶ仲間全員が精一杯伸びることをめ

ざす協同学習では、仲間と目指すゴールについても理解し合うことが必要です。一人ひとりがこの単

元のゴールをめざして、本時は何を学習すべきか、少なくともここまでは仲間全員が理解しておく必

要がある、途中のステップでは学習速度に合った課題選択による一人ひとりの学習者の挑戦の機会が

ある、などといった学びの計画を共有することで、互いに、より有効な相互作用が可能になり、同時

に認め合い、励まし合いがなされるようになるのです。 

 今回の実践では、もう一つ重要な課題がありました。それは、学校の中で可能な、若手の教員の力

量を高める研修のあり方の追求という課題にも取り組んだことです。 

 2010 年 8 月 2～4 日、新卒 2 年目の溝口教諭を、今回のメインの実践者として「単元見通し学習」

の授業計画を立てる研修会をもちました。城東小学校の 5 年生を担当する教師を中心に、時間の取れ

る仲間が集まり、また授業研究者として杉江も参加し、10 人前後集団で、溝口教諭の出した原案を、
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１ 城東小学校の学び 

 

                                       井戸 真澄 

 

 本校は、犬山市の北東部に位置し、百有余年の歴史をもつ伝統ある学校です。近年、校区内に新興

住宅が建ち、本年度は、在籍 812 名でスタートしました。特別支援学級 4 学級を含む 30 学級の大規校

となっています。今後も、児童数が増加する見込みで、大変活気のある学校であると共に、コミュニ

ケーション能力の不足からくる人間関係をはじめとする問題も多く抱えています。 

 このような現状の中、協同教育を核として、少人数学級及び少人数授業を生かした「学びの学校づ

くり」を推進しています。そのためには、「めざす子ども像」だけでなく「めざす学校像」、そして、

「めざす教師像」を明確にすることです。そして、この 3 つが同時に重なり合っていくように、現職

教育部を中心に研究的実践を通し、新たな視点や手法を教師同士が交流しながら、共に育つことが大

切であると考えています。そこで、本校の現職教育の取り組みや様子について、昨年度の実践に触れ

ながら紹介します。  

 

 本校の教育目標「明るい心・すすんで勉強・強いからだ」を受け、各学年が児童の実態を把握し、

発達段階に応じた「自ら学ぶ力を身に付けた子ども」をめざしています。このことを全職員が念頭に

置き、「自ら学ぶ力」を身に付けさせるために、「学び合い・高め合う授業づくり」をしていくこと

が現職教育において確認され、職員が一丸となって取り組んでいます。 

 1 学年 4～5 学級の現在、従来の学級王国的な学級経営や集団づくりでは、とうてい多様な児童への

学習や生活指導には対応できません。本校では、学年を軸として合同体育や教科担任制を取り入れ、

学年の児童を学年の先生で育てるという取り組みをしています。認め合い、励まし合う集団を基盤と

し、子どもが主体となる授業づくりを、学年を中心に現職教育の専門部会と関連をもたせながら進め

ています。 

 本年度、現職教育の研究主題を、「伝え合い 高め合う 城東の子」、サブテーマを「一人ひとり

が自分の考えをもって、つなぎ合う活動の充実」とし、それぞれの学年、専門部が児童の発達段階や

実態に応じて具体的な「めざす子ども像」を設定し、子ども同士、子どもと教師の温かな人間関係づ

くりを大切にしながら、「めざす子ども像」に迫ることができるよう、取り組んでいます。 

 

 望ましい教師集団として、同僚性を発揮しながら力量向上を図っていくことができるように、そし

て、児童に実態を把握し、どのような子どもを育てていくかを明確にして取り組んでいけるよう、現

職教育の組織を見直し、授業改善に努めています。合い言葉を「自ら学び続ける教師・高め合う教師

集団」とし、わたしたち教師が、魅力あふれる授業を展開していけるよう継続して取り組んでいかな

ければなりません。そのために、昨年度は、一人一授業公開、研究協議での学び合い、積極的な要請
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訪問研修、研究紀要の作成、先進校の参観、など、多くの実践を積み重ねてきました。 

 一人一授業公開として、昨年度は、教育委員会の学校訪問、杉江先生による要請訪問を含め、40 も

の授業研究が行われました。それらの授業実践は、現職教育の研究主題を受け、学年の実態に応じた

テーマを決めて、個人研究または、学年による共同研究の形で進めてきました。「伝え合う活動」を

通して、子ども同士関わり合い、生きた言葉でつながることの喜びを実感させ、つながりながら学び

続けることの素晴らしさ、奥深さに気付かせていくことを共通の課題として、取り組んできました。 

 

 杉江先生の要請訪問は、すべての学年でより深い授業研究ができるよう、年 6 回計画し、実施しま

した。このことにより、より研究的実践に迫ることができるようになりました。その中の取り組みの

一つとして、夏季休業中に 3 日間継続して杉江先生に指導していただき、学年による共同研究として

行った、単元見通し学習の授業実践についての取り組みがあります。単元計画から指導案、振り返り

カードなど、様々な方向から意見を取り入れながら研究を進めました。この取り組みについて、この

後、詳しく紹介します。また、この単元見通し学習の授業研究には、大きな成果が見られ、年度末に

は、他学年において、異なる教科による単元見通し学習が試みられなど、よりよい授業をめざす教師

集団としての意識が高まってきました。 

 

 授業後の研究協議においても、ただ授業者の反省で終始することのないよう、どのような視点で授

業を観察し、研究協議では何をねらいとして協議を行っていくかを明確にして臨みました。それぞれ

の授業者が思う「授業を見る視点」を明確に示すことで、どのような授業を構築していったらよいか、

そのために必要な仕掛けは何か、めざす子ども像に迫る授業であったかなど、授業者だけでなく、参

加した先生方の共有の財産となるような意見交換ができる場となりました。多くの先生方の意見交換

ができるよう、それぞれ内容の異なるテーマでのグループ討議の形を基本とし、さらにグループを解

体しての意見交換の場を設定するなど、研究協議の方法も工夫して取り組んできました。 

 

 職員構成においても、初任者を含む若い先生が増え、指導力の向上を図ると共に、指導の偏りがな

いように努めていかなければなりません。経験豊かな先生方との協調を大切にしながら、魅力ある授

業づくりを共に実践していくことが、指導力向上の近道と考え、他県では、研究主任と呼ばれていま

すが、五味現職教育主任を中心に、一丸となって取り組んでいます。昨年度の一人ひとりの実践を振

り返り、次の研究へとつなぎ、さらに城東小の教師を深くつないでいくために、五味は校庭の 5 本松

に因んで名付けた現職教育だより『五本松の学び』に、それぞれの授業研究から学んだことを逐一記

録し、教師集団全員の成果の共有化を図りました。2010 年度発行の研究紀要「城東の里 春夏秋冬」

にその一部が、収めてあります。 

 以上で、城東小の学びについての紹介を終わります。 
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２ 「単元見通し学習」の理解 

 

 五味 公人 

 

今回発表する実践は、「単元見通し学習」という形を取っております。 

単元見通し学習とは、今までの授業研究のように、その 1 時間を深め研究するのではなく、1 単元

丸ごとどのように指導するのか、その指導計画を立てて指導する方法です。 

では、なぜ私たちは単元見通し学習に取り組んだのか、そのあらましを説明いたします。 

まず第 1 に、単元見通し学習では、単元全体を見通して指導計画を立てることにより、1 時間 1 時

間の指導内容や指導の連続性が、より明確になります。また、この単元は、前年度までのどのような

学習の発展なのか、次年度に、どのようにつながっていくのかという、学年を越えた、その教科のな

かでの位置づけを考えた指導につながります。さらに、児童にとっても指導内容が明確になれば、学

習内容を理解することが容易になると思われます。そこで、より一層児童の理解を深めるための手立

てとして、毎時間の学習内容と目標を書き込んだ振り返りカードを取り入れました。この振り返りカ

ードの工夫こそが、単元見通し学習のよさを生かす、大きな要素です。 

第 1 時に、振り返りカードを使って児童に単元全体の学習の流れを説明します。児童はそれによっ

て全体の流れを掴みますが、言いかえればそれは、本単元における学習内容の把握につながり、本単

元の見取り図・ルートマップを手に入れることでもあります。振り返りカードを見れば、1 時間 1 時

間の学習内容が、この単元全体ではどのような位置に当たるのか、またそれがどのように発展してい

くのかという見通しを、児童自らもつことができます。そして最終的には、何を身につければよいの

かという学習のゴールを、単元の初めから意識して学習を進めていくことができるのです。ルートが

分かり、ゴールも掴んでいるので、児童は、自主的かつ自発的に学習に取り組み、自分の課題を設定

して学習を進めることも可能でしょう。そのためには、習熟度の高い児童にも、あまり理解が進んで

いない児童にも、それぞれに合った課題を、単元の途中、そして最後に設定する必要があります。た

だしここで考えておかなくてはならないのが、個による伸長を重んじるばかりに、あたかも能力別学

習であるかのようにならないことです。そのためには、「個の目標」だけではなく、共に学び合う仲間

としての「全体の目標」を設定しておくことも大事です。そしてそのスタンダードな目標が、振り返

りカードに明記されているゴールでもあります。 

互いに学び合い高め合う学習集団、互いに尊重し合う共同体というのは、児童だけではありません。

教師もそうです。それが、単元見通し学習に取り組むよさの一つです。単元全体の指導計画を立てる

となると、教師一人きりではなかなかたいへんです。また、一人きりの実践では、効果があったのか、

よい指導だったのか判断が難しい時もあります。そこで、教師も共同で実践研究を進めるようにすれ

ば、多面的に計画を立てたり評価をしたりすることができるのです。そのためには、毎時間終了後学

年会を行い、授業の改善を図ることも必要です。同じ指導案を使っても、それぞれのクラスで反応が
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違い、学習の深まりも変わってくることがあります。だから、毎時間後、授業について話し合い、そ

の授業を検証することが必要になるのです。それにより、目標へのアプローチの仕方も改善され、よ

り指導の意図が明確になった授業に近づけることができると思われます。このような過程を経るから

こそ、統一した意思で指導を継続することが可能になるのだと思います。そしてそれは、児童の指導

を通して、互いに意見を述べ合い学び合うという、教師の同僚性や、指導力のアップにもつながると

思います。 

以上のようなことから、私たちが取り入れた単元見通し学習の実践、小学 5 年・算数科・面積の実

践を次にご紹介いたします。 
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３ 実践の紹介 

 

溝口 修平 

 

今回は、5年生の算数「面積の求め方を考えよう」の単元で単元見通し学習を行いました。本実践を

行うにあたって、「互いに学び合う子どもの育成」という学年の研究テーマのもと、子ども達に育て

たい力について学年で話し合いをしました。この学年の児童は学習に対して大変意欲的で、学習課題

に真摯に取り組むことができます。しかし、自分の考えを言葉にしてノートに書いたり、発表したり

するなど表現することを苦手とする児童もみられます。相手に分かるように伝えること、友達の考え

を聞き合うこと等、伝え合うという点では課題が残っていました。このような実態を踏まえ、ただ単

に計算力や知識力をつけるのではなく、なぜそうなるのかにこだわり、それを説明する活動を多く設

定した授業を進めることで、自ら課題を解決する力を養いたいと考えました。そこで、この単元を通

した学年の課題を「説明する力を育てる」ことに定め、実践に取り組むことにしました。 

この実践に取り組むにあたっては、学年のスタッフ間で活動の共通理解や共通認識が必要不可欠で

す。全員が同じ方向を目指して取り組んでいくことで、学年全体の子ども達の目指す方向も定まって

いきます。そこで、毎日授業の反省点や改善点について話し合う時間を設け、学年でよりよいものを

作り上げていくという意識をもって取り組みました。また、学習進度を各学級で1時間ずつずらして前

時の反省を共有し、次の授業に生かしていくことで、より単元の目標に近づく実践となるようにしま

した。 

単元見通し学習とは、子どもたちに学びの見通しができている状態で授業を行うことなので、第 1

時の授業はとても重要です。そのために第 1 時の授業で 4 つのしかけを取り入れました。後に掲載し

てある第 1 時の指導案（pp.36-38）を参照してください。 

1 つ目は、図形の面積を求めるという本単元の学習の値打ちを、具体物を使って説明することです。

なぜこの学習をするのか、この学習をすることで何ができるようになるのかを学習のスタート時にし

っかり伝えることで、子ども達に学習することの意味をもたせるというものです。単元のはじめにし

っかりこれを伝えることが、児童の「知りたい・できるようになりたい」という意欲にもつながりま

す。本単元では、百人一首の札を積み上げ、横から見るとできる長方形と、それを少し横にずらすと

できる平行四辺形を比べてどちらの面積が大きいのかを考えさせました。長方形の面積については既

習内容なので見当がつきますが、平行四辺形についてはよくわからない。これは、見た目では判断が

できないことなのでこれから学習していく中でできるようになるという値打ちを伝えました。そして、

第 5 時の学習を終えるとこの疑問が解決するという楽しみも児童にもたせました。 

2 つ目は、単元のはじめに単元テスト（p.88 参照）を実施することです。本来ならば、単元の最後

に実施する単元テストですが、これをあえて第 1 時の授業で取り組ませました。解く時間は、すべて

の問題を見渡せる程度の 15 分にしました。できなくて当然なので、分からなくてもすべての問題を見



 - 9 -

        個人思考の場面 

るように伝えました。終わってみると多くの児童の用紙がほぼ白紙の状態で回収されましたが、子ど

も達には単元末までに何をどこまで学習するのか、単元の最後にはこんな問題もできるようになるの

だという、単元のゴールを示すことができたと思います。ゴールであるテストをはじめに提示するこ

とで、単元の終わりまでの学習の流れについて明確なビジョンをもたせることができました。また、

この単元でこれだけのことを学べるということが分かるので、これからの授業を頑張って取り組んで

いこうとする意欲付けにもなります。なお、このテストには、この学習を通してつけたい力である説

明する力を測る問題も出題しました。 

3 つ目は、振り返りカードの活用です。本校の算数の授業では毎時間の学習の終わりに授業の内容

や学習態度を見つめ直すための振り返りカードを使っています。実際に使用した振り返りカードも掲

載してあります（pp.34-35）。 

第 1 時の授業で、本時のめあてと本時の学習内容を書いたこの振り返りカードを見せ、教科書と照

合しながら 1 単元分の学習の進め方について解説し、先の授業が見通せるようにしました。この振り

返りカードと教科書を見ながら、テストに出ていた内容や問題についても触れ、第何時の授業を学習

することでテストの問題が解けるようになるかという具体的な目標をもたせることもできました。こ

の振り返りカードは単なる授業の感想だけを書いて終わるのではなく、しっかり学習活動を振り返ら

せ、自分の学習の軌跡とさせたいと考えたので、振り返る観点を毎回明記し、それについて書かせる

ことにしました。また、言葉で学習内容を振り返ると共に、振り返り問題という本時のまとめとなる

問題を添え、その問題を解くことで学習内容を振り返ることができるようにもしました。これにより、

本時の学習内容が理解できたかという評価の基準が、子どもにとっても教師にとってもできました。 

 4 つ目は、第 1 時の学習の最後に頑張り宣言をすることです。学習の値打ちを伝え、単元テストの

実施、振り返りカードを使った学習内容のガイダンスをしたことで、いわば単元を見通せるマップを

児童に示したとも言えます。このマップをもって、この単元で自分は何をどのように頑張りたいかを

仲間に宣言することで、一人ひとりに学習の目標を明確にもたせることができました。 

この「面積の求め方を考えよう」の単元では、三角形・平行四辺形・台形・ひし形という 4 つの図

形の面積を求めることが学習の大切なポイントです。ゆえに、それぞれの図形の面積を求める公式を

作り出すための考え方を児童にじっくり考え

させることが、公式活用の定着につながるの

ではないかと考えました。そこで面積の求め

方を考える場面で児童の説明する力を育てて

いくことにしました。 

そのために、個人追究、グループ交流、全

体交流という学習の流れの中で、他者とのか

かわりによって、互いに高め合いながら学習

を進めていく活動を授業の中心におきました。 

第2時の指導案（pp.38-40）を見てください。
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       グループでの交流場面 

この授業では、三角形の面積の求め方が題材で

す。 

まず個人追究の活動では、じっくり問題を読

み解かせるに十分な時間をとりました。それは、

個人思考の時間を十分にとり、自分の考えをし

っかりもたせることがこの先の活動のもとに

なるということを理解させたいと考えたから

です。自分の考えを言葉にして書き出すことは、

説明するためにとても大切な活動です。単元を

通して、ワークシートを使って言葉に表すこ

とを繰り返し重点的に取り組んできました。 

次のグループ交流の活動は、個人追究で考えたことや分かったことをグループ内で発表し合い、仲

間と意見を交流し、考えを高め合うためのものです。ここでは、グループ内で自分の考えた方法を自

分の言葉で表して何度も説明したり、仲間の意見を聞いて友だちのよさを自分の考えに取り入れたり

しようとすることが大切です。またこの後、全員が説明する活動を設けたので、このグループ活動の

時間にしっかり考えをまとめ、プリントに書いておくことが大切であることを伝えました。また、個

人追究の時間に書くことができなかった児童も、グループ交流の時間に、仲間の意見を聞いて自分の

考えを必ずもつようにしました。 

最後に全体交流の活動は、グループで考えた

方法を他のグループの仲間に自分の言葉で説明

するためのものです。3 人以上の仲間と交流す

ることをルールとし、クラス全体で交流を行い、

自分の考えを自分の言葉で何度も仲間に説明し

ました。子ども達はこの活動の前に、グループ

内で仲間と考えをまとめたことで確実に自分の

考えをもち、自信をもって他のグループの仲間

に説明することができました。また、説明を繰

り返していくうちに、自分の考えをより明確に

もつことができたと考えます。 

説明する活動と共に、ここでは他の仲間の意見を聞いて、自分の考えと「違う」か「同じ」かを確

認し、自分の考えと違う仲間の考えを聞いて「どうやって考えたのだろうか」と興味をもつことも経

験させたいと考えました。さらに、他の友達のいろいろな考え方や見方、分かりやすい説明にふれる

ことで、多面的な考え方や方法、筋道を立てて説明することの大切さを感じさせたいとも感じました。

そのために、この場面で、相手の説明にポイントを絞って聞き、メモをとる活動に取り組ませたいと

考えました。メモをとるということは、話を聞きながら整理するということです。整理することで相

全体交流の場面 



 - 11 -

自分で解き進める様子      教師による個別支援の様子 

 友達と関わりながら理解を深める様子 

手の考えを理解し、その考えについてさらに意見をもつことが必要とされます。また、メモをとりな

がら聞くという活動を取り入れることで、ただ説明して終わるだけの、いわば話すだけの活動から、

伝え、聞くという、互いが学び合える活動になると考えました。 

この 3 つの活動を通して、児童一人ひとりの学習の充実を図り、説明する力をつけていきたいと考

えました。この先も、平行四辺形、台形、ひし形の面積の求め方の場面や問題練習の場面など 13 時間

1 単元の学習の中で、この 3 つの活動に繰り返し取り組みました。なお、単元の見通しと同じように 1

時間の授業の見通しも児童がもって活動できるように、毎回の授業の流れを、学び時計（pp.78-80）

を用いて、1 時間の活動予定を児童に提示し、授業を進めました。 

振り返りカードにもあるように、単元の最後の2時間は学級を解体してコース別に分けて授業を行い

ました。資料の中のコース別学習の説明のプリント（p.73）を見てください。自分に合った学習のス

タイルを選択し、本単元の学習を総まとめするために、第12時には2学級を3つのコース、第13時には4

学級を5つのコースに分けて学習しました。その際、より自分に合った学習の到達点やスタイルで学習

を進めるために、学習するコースを子ども自身が選ぶことにしました。これにより、学習への主体性

が高まり、個に合った理解を深めることができると考えたからです。この学習では、同じ課題に取り

組む仲間が周りにたくさんいるので、相談し合いながら学習を進めていくことができ、安心して学習

を進めていけるというのもポイントです。教師にとっても、同じポイントでつまずく児童が多くいる

ので、支援もしやすくなります。 
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４ 実践の成果と課題 

 

水野  綾  杉本 暁美 

 

 ここでは、実践の成果と課題について報告します。 

 

１ 成果 

 

（１）単元導入時の工夫についての成果 

一つ目は、導入で、具体物を用いて説明することで、面積を学び比較したいという思いを引き出す

ことができたということです。本実践では、百人一首の札を垂直に積み上げ、まず長方形の断面を作

り、次には札をずらして平行四辺形の断面を作って児童に提示し、図形の面積の違いについて正しく

説明できるかどうかを学ぶという、学習の値打ちを説明しました。児童は、面積を比較し、予想を立

てる中で、新しい勉強を通して、既習の正方形や長方形だけでなく、平行四辺形や複雑な形の面積を

求められることや、面積同士を比較することができるようになるということを捉えることができまし

た。具体物の活用は、面積の求め方を学び比較したいという思いを引き出すにあたって有効であった

と考えられます。 

二つ目は、振り返りカードを提示し、教科書と照らし合わせながら単元全体のガイダンスを行った

ことで、学習全体の流れのイメージをもつことができたということです。 

第 1 時の、見通しの時間での振り返りカードには、「いろいろな形の面積を求めることができるよう

になりたい」「面積を比較したり、説明したりできるようにしたい」などの児童の振り返りがみられま

した。また、直後のアンケート結果を見ると、「算数の勉強をもっとやりたいと思いますか」という項

目では、78％の児童がもっとやりたいと回答しました。 

また、進んで説明しようとしましたかという項目では、95％の児童が説明したいと回答しており、

全体の見通しが立ったことで

説明への意欲が高まったこと

がわかります。さらに、「それ

ぞれの時間にやることがよく

分かりましたか」という項目

で「分かった」と答えた児童

は、95％となっており、ほと

んどの児童が単元全体の学習

の見通しをもつことができた

ことがわかります。 
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クラスの人たちは熱心でしたか
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さらに下の振り返りカードの記入事例をご覧ください。振り返りカードでは、単元で特に頑張りた

いことや、みんなで学びたい、最後のコース別授業に向けて 1 時間ずつ頑張って取り組みたい、とい

う意見が見られました。見通しが立ったことで、児童は、自分なりの目標をもつことができました。

また、頑張りたいことをグループで宣言し合ったことで、友達に負けないようにしたいなど、意気込

みが感じられました。 

 以上のことから、単元全体の学習内容を詳しく説明することで、ほとんどの児童が、単元全体の学

習の見通しをもつことができ、新しい学習内容に対して主体的に取り組む構えができたと考えられま

す。単元導入時において、単元全体の学習内容を振り返りカードを用いて詳しく児童に説明すること

は効果的であったといえます。 

 

（２）説明し合う活動についての成果 

一つ目は、面積の公式を暗記するのではなく、式の意味を説明する活動を通して、自分の思考を言

葉にすることができ、理解が深まったということです。個の思考を説明という形で外に出し合う中で、

友達の助けを借りて最後まで考えることができたり、納得できたりするなど、自分の思考が確実なも

のとなりました。 

二つ目は、式の意味を説明する活動

を、①個人思考、②グループ、③全体、

という流れでパターン化し、積み重ね

ができたということです。どの活動も

児童は活発に活動することができてい

ました。 

アンケート結果をご覧下さい。「クラス

の人達は熱心でしたか」という項目に

ついては、第 1 時、80％、第 2 時、82％、
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コース別授業についてのアンケート結果
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第 7 時、89％、第 10 時、91％、となっており、単元を通してクラス全体が主体的に活動できていたこ

とが分かります。また、それぞれの児童は、振り返りカードに、説明を通して理解した内容を書くこ

とができ、理解が深いものとなったことが分かります。さらに、教師が学びの観点を絞って参観し合

い、協議して共通理解を図ったことで、毎時の改善をしながら、授業を進めることができました。 

三つ目は、説明し合う活動を積み重ねることで、自分の考えを整理し、筋道を立てて効率よく説明

する力が少しずつついてきたということです。初めは、説明を文章だけで書く児童がほとんどでした。

しかし、回を重ねるごとに、友達に自分の考えを理解してもらおうと、算数用語を使ったり、番号や

記号を使って区別したり、色分けをしたりするなど、工夫して自分の考えをまとめることができるよ

うになってきました。 

  

（３）コース別授業についての成果 

一つ目は、自己決定によって集中力が増し、意欲的に学習に取り組むことができたということです。

本単元を通して、説明する活動によって深めた理解や、その積み重ねによる自信が大きな自己肯定感 

につながっています。その結果、前時のコース選択では、遠慮がちだった児童も、単元終わりの学年 

のコース別授業では、挑戦的なコースを選択し、達成感を味わうことができました。 

アンケート結果を見ると、「学年 4 学級で集まり、問題を解く勉強の仕方はやる気がおきましたか」

という項目で、「やる気がおきた」と感じた児童は、63％でした。「学年 4 学級で集まり、自分でコー

ス選択する授業があった方が良いですか」という項目では、「あったほうがいい」と答えた児童は 70％ 

となっていました。 

また、コースごとに色

を変えてプリントを作成

し、一つ上のコースのプ

リントも用意して、取り

組めるようにしました。

こうしたことで、どのコ

ースのプリントをやって

いるのかが一目で分かり、

一つ上のコースのプリントにも進んで挑戦することができていました。 

二つ目は、学年全体でコース別学習に取り組んだことで、クラスごとの文化の伝播がみられたこと

です。例えば、互いの挨拶や言葉遣いなど、他のクラスを見習って好ましい方へ変化しています。児

童の学び合う力が単に算数の学習に留まらないということを示す結果であるといえます。 

 

（４）振り返りカードについての成果 

振り返りカードの工夫は、毎時間、確認問題をつけたこと、振り返る観点を示したということです。

毎時間、確認問題に取り組むことで、児童自身が本時の学習内容を理解できたかどうかを知ることが



 - 15 -

でき、学習内容の定着につながりました。また、教師が児童の理解度を把握したり、間違えやすい点

を指摘できたりすることができたという点においても有効であったといえます。 

振り返る観点を示したことで、振り返りの内容を少し詳しく書き出すことができるようになりまし

た。下の振り返りカードへの記入事例をご覧ください。振り返りカードには、「公式が分かった」「詳 

 

しく友達に説明することができた」

など、少しずつではありますが、具

体的な学習活動の内容を交えながら

書くことができるようになりました。 

 

（５）テストについて 

 単元テストは、単元全体を通して

4 回実施しました。1 回目は、単元導

入時（ゴールを示すために行ったも

のです）2 回目は、公式の学習終了

時（4／13）3 回目は単元終了時（13
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／13）4 回目は単元終了後一ヶ月経ってから行いました。 

下に示した面積テストの平均点をご覧ください。平均点の推移から、公式の学習終了時と単元終了

時では、どのクラスも平均点が高くなっており、自分の思考を言葉で説明し合う活動を積み重ねるこ

とで、理解を深めることができたといえます。一ヶ月後の平均点を見ると、単元終了時と大きな差が

なく、単元全体で説明活動を中心に学んだ学習内容が定着していることが分かります。 

 

２ 課題について 

  

（１）振り返りカードについての課題 

先ほど成果の中で述べたように、振り返る観点を示したことで、振り返りの方向づけはできました。

しかし、具体的な活動内容の振り返りとまでは言えないのが現状で、具体的な振り返りとなる示し方

とまでは言えませんでした。児童が本時の学習の具体的な学習内容や説明し合ったからこそ見えてき

たこと等を言葉で振り返ることができるよう、振り返りの観点を検討し、改善の必要があると考えま

した。そこで、毎時間後の協議の中で話し合い、振り返りの観点について詳しく説明を加えながら進

めていくことにしました。 

 

（２）説明し合う活動についての課題 

説明をし合う中で、友達の意見を聞いて、効率よくメモを取ることができていないという課題が明

らかになってきました。これは、話す側、聞く側の、話し手、聞き手としての意識の低さが要因であ

ると考えられます。説明する側は、多少工夫して自分の考えをまとめられるようになってきたのです

が、無駄なくまとめられる児童は多くありません。また、自分の書いた文を読むだけになってしまい

説明が長くなってしまいます。聞く側は、要点を押さえて聞くという意識が低いため、説明のポイン

トを捉えることが難しいようです。そのため、友達の意見を聞いて、自分の意見を練り上げていくこ

とがまだ不十分です。キーワードを使い、考えを整理して話す力を養っていくことに力を入れていき

たいと考えています。 

説明する側は、図を示したりしながら説明し、要点を繰り返して伝えたいことをはっきりさせる、

聞く側もキーワードは何かを考えながら聞き、要点だけを素早くメモすることができるようになって

ほしいと考えています。 

説明する力を高めるには、要点をとらえた話し方や聞き方を意識して行かなければならないと感じ

ています。この昨年度の取り組みをもとに、新年度に入った 6 年生では、効率よくメモを取りながら

説明する力を伸ばすことをねらいとした取り組みをはじめています。 
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５ 実践づくりの経緯 

 

ここでは 8 月初めから取り組んだ授業づくりの経緯を、研究主任の五味教諭による記録に拠って示

していく。 

 

１ 8 月 2 日（月） 

 

（１）研究の方向づけの確認 

杉江  

授業づくり、事例づくりを通した研究的実践→学校の授業改善に意味ある有効な取り組みなので、

今後につなぐために大切である。 

今回は単元見通し学習のモデルに沿った実践づくりという方向で、杉江は原理的な側面から工夫や

アドバイスをしていきたい。 

今回は 3 つの学力（自主・自律の力、民主的な態度、確かで幅広い知的習得））を伸ばすことを念頭

において授業研究を進めたい。 

単元見通し学習の良さは、子どもたちに学びのマップができている状態を作るところにあり、マッ

プがあることにより、先生に引きずられない自立した学びが可能になる。 

  特に単元の第 1 時と最後の時間の工夫が大事である。なおマップの作らせ方にはさまざまな工夫

がある（具体例紹介）。 

学力の高い児童は「今自分は何をやっているのか、教師による手掛かりがなくとも洞察でき、分か

る」が、中・低の児童の場合は「何を、何のためにやっているのか分からない」まま、教師の指導に

ついていくという学習活動が通常なので、とりわけ彼らにマップは必要。  

指導過程において、学習意欲を高めるための「参加・協同・成就」の工夫については、 

①2 時間目以降は成就感が得られるよう流していく。 

       ②最後の 2 時間くらいは、個に応じた定着・発展を意識し、レベルの高い児童も目標をもってさ 

らに伸びていける課題を設定。 

    ③別々の課題に取り組むことに違和感を感じない環境や児童集団の育成（みんなが高め合い、認 

め合える取り組みを）。 

授業形態（少人数・TT）の工夫としては、 

   ①最初の 1 時間目は全体で一斉、最後は個に応じた学習→学年合同の方が効果的かもしれない。 

    ②自主的な学習形態の活用→授業進度をやや速めにし、生み出した残りの時間で個に合わせるや 

   り方もある。 

    ③一人ひとりを教えきるという発想はしない方がいい。 

各種の効果測定もきちんとしておきたい。 
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  ①プレテスト（事前テスト）や事後テストで比較。 

②人間関係もアンケートをとる場合もある。 

    ③分かったつもり→本当に分かっているのか→友だちにしっかりと説明できてこそ分かった。 

 

（２）溝口教諭の授業研究に向けての言葉 

  ・全単元の構想で、なかなかイメージが掴みにくかったので、まず、振り返りカードを作った。 

  ・1～12時間をひとまとめとして考え、1つ 1つの授業に役割があると考え、導入・中間・終わり… 

を自分が明確に考えをもち、授業をしていきたい。 

  ・「自分はこういう授業がしたいので、こういう仕組みやしかけ」を組み立てたい。 

・先生方の経験や豊富な実績から、アドバイスを頂きたい。 

・ここでは三角形の面積を求める単元だが、頭の中で図を動かす単元なので、苦手な児童はうまく

できないと考えた。目で見て取り組みやすかったり、理解につながるよう、プロジェクターや視覚

に訴える活用をしていきたい。 

   

（３）研究協議 

杉江 

 ・コンピュータを使うとのことで、どれくらい活用するイメージ？ 

溝口 

  図形を動かすことをしてみたい。成功するための手がかりとして、コンピュータを活用したいが…。

「自分で分かった！」を仕向けるために、活用や提示をしたい。 

五味 

  ・単元見通し→全体がパッと分かる振り返りがあるといい。 

杉江 

  ・教科書を最初（導入時）に見せながら、「こんな問題が最後にあるんだよ。この魚の面積を求める

ことができるように学習をすすめよう」といった進め方もある。単元のゴールに行かせるためのス

テップや必然性を理解させるためにも、最初の単元の構想を説明することは大事。 

  ・学力の低い児童は「単元の最初に単元の流れの話があった方がいい」と言う。 

 ・最初に単元テストを配る→見せてから、（やってから）授業に入る。 

  ・小数スゴロクなど、できないと進めない状況など、導入の工夫が必要。 

  ・例）犬山北小の校舎平面図＆城東小の校舎平面図を見比べ、大きさ比べ→児童は値打ちを感じる

のではないか。 

  ・単元の導入と見通しに 20 分くらい（第 1 時間目大事。子どもを引きつけ、興味を喚起） 

 ・途中、一度振り返る時間があるとよい。 

 五味 

 ・面積を何のために学習するのか、明確な目標が欲しい。 
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  ・面積学習の値打ちは何？ 

井戸 

  ・ゴールはどう考えるのか？ 

杉江 

  ・クラス全員がここまでできることだと明示する。この問題は必ずできるようになろう…。 

さらに、「一人ひとりの目標」と「全員が目指すクラスの目標」の提示が必要。 

溝口 

 ・面積学習の意味は…自分は面積での量感をつけたい。ものを見るときにそのものの量感をつけた

い←つけるためには公式が大切←なぜこの公式になるかの理解も大事←公式の定着が最低ラインだ

と考える。 

  ・今まで、長さ・重さという尺しかなかったのが、面積が入ると尺に対する考え方が増す。 

五味 

  ・例えば、実生活の中で田植えした田と、砂場とどちらが広い？ 

    具体的に置き換えて考える事が大事（歴史の検地など）。 

 井戸 

 ・公式あっての求める力→意味も分かり、活用力 UP。 

 ・4 つの公式が言えて、使えるのが力。 

杉江 

 ・基礎さえクリアー→全部解けるのが基本。矢印の図形は思考の転換があって難しいので、これを

最終確認問題にするのはちょっと難あり。 

  ・p.17 の魚問題は全員クリアー目標で、p.18 はチャレンジ問題という提示で。 

 若原 

 ・丹葉教育事務所管内のカリは、15 時間設定だが、溝口先生は 12 時間完了で設定している。その

意図は？ 

溝口 

 ・計算間違い…13 時間設定で計画を立てる。 

井戸 

  ・第 9 時間目で確認の練習問題。その後、分かっている児童と分かっていない児童に分け、授業を

進めるのも 1 つ。 

杉江 

 ・到達の差でクラスを分けるのはよくない。同じクラスで教え合うシステムを取りながら、合同に

授業を進めていくのがよい。分かった児童はどんどん進める問題、また、分からない児童に教える、

先生は理解できていない児童に張り付き方式がよい。 

 ・p.13 は、台形とひし型はないので、教師側で補充問題を準備。 
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ここで、一度まとめ、確認。 

・最初に単元テスト10分実施（最後のテストとともに返却予定）。 

・単元を見通し、児童に学習の流れを説明20分程度。 

・単元の最後に目標問題を入れ、できたかできていないかを判断。 

・4つの公式は必ず覚える目標。 

 （なぜ、この公式を覚えるのか…この公式を覚えると、これらの問題が解ける） 

 

溝口 

 ・教科書の p.3～4 あたりは、分かる児童にとってはあたりまえの学習。つばささんの考えはすぐ

に出るが、みらいさんは？？分かりにくい。やる意味があるか…。 

若原 

 ・普段計算ができる子でも、頭が固く、発想が出ない児童がいる。考えつくと予想した児童が意外

とできず、意外な児童ができる時があり、揺さぶりをかけやすい面白い単元なので、グループなど

を活用して時間をしっかりかけて考えさせると面白いところ。14 時間完了で考えてみては？ 

  ・三角形をじっくりとやることで、次につながるので、しっかりとやることは大事だと考える。 

杉江 

 ・単元の振り返りカードのめあて欄に「三角形の 2 通りの求め方の説明ができるようになろう」、と

設定してはどうか。 

井戸 

  ・なぜこの単元に、当初の単元計画から 1 時間プラスしたのか、どのからその 1 時間をもってきた

のかしっかりと単元構成の中に明確に記しておくことが大事。 

  ・振り返りのスペースが狭いので、裏になってもいいので書きやすいスペースを確保しては？ 

  ・13 時間完了を 14 時間完了にすることが引っかかる→今後も時間を増やす考えになってしまう。

単元を見通して、他を縮める計画を…。 

単元構成を以下のように修正しては？？ 

①p.5、p.6の②③を一緒にしては？ 

  ②p.4は活動を入れ、ゆっくりと使い、p.5～p.6で一緒に学習。 

 ③p.5を短く(発表させるのではなく、分かった児童と分からない児童を交流させ、理解を促す方法） 

能率よく進める工夫。 

  ④p.4、p.5は同じ1時間で学習し、最後のまとめなし。 

 ⑤p.2、p.3で1時間、p.4、p.5で2時間目、その後そのまま． 

  グループ形態の提案 

  ・5人班では、人数が多いので、4人～3人を軸に 

  ・4人班→5グループ 、3人班→3グループでどうか？ 
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五味 

  ・話を戻すようだが、何で面積を学習するのか？最初に話すことは大事。いろいろな算数教材があ

るが、そこが曖昧で…、だから、公式を覚えれば OK になってしまっている。数学的な思考を育てる

ためにも、きちんと面積を考えることを伝え、じっくりと考えさせることは、値打ちがある。 

  ・どういう導入の仕方・言い方が子どもたちに伝わるのか、模索していくしかない。 

 ・具体的な例を出して…工夫する。 

杉江 

 ・今の授業の主流は、先生が説明をしていく授業だが、自分が読み取って理解を深めていくことが

大事。教科書の絵や説明を読んで、自分の言葉で説明できるようになりましょう→読んで理解し、

個人の読み取り思考を育て高める。余分な説明はしない。   

  ・教科書の提示の仕方も大事→まず、読みこなし個人思考につなぐ。その方が子どもの思考にはよ

い。今のやり方（教科書をふせ、教師が教え込む方法）では、分からない児童はいつまでたっても

分からない。 

  ・教師が説明せずにすむところは、説明しない。 

 ・個人思考→集団思考→全体交流の流れで、必要であれば、教師の解説。 

 

質疑や感想 

溝口 

 ・効果的な少人数授業は？ 

杉江 

  ・少人数の授業は意外と使えないことが多い。人数が少ない分、落ち着けるのでじっくりと考えさ

せたい場合は有効だが、いろいろな意見や考え方を出させたい場合には、学級全体での授業が有効。 

 ・最後の 1 時間は学年全体で TT の形態がよいのでは？ 

  ・単元計画（振り返りカード）の中に、授業形態を組み込むとよい。 

五味 

 ・自己申告による習熟度別のコースに分けての授業は？ 

 杉江 

 ・クラス自体を解体するのではなく、クラスの中で別々の教材に取り組む、クラス内のコースを取

り入れてみては？ 

  ・1 フロアーにいくつかのコーナーを設け、自己診断形成評価後、グループに分けて各自で進めて

いくのも 1 つの方法。 

 ・この自己診断形成的評価のテストを 10 分程度行ってから、コースに分かれる方法もあり。最後の

まとめは 4 クラス合同で実施してもいいかも。 

五味 

 ・今考えているのは、2 クラスを解体して TT の先生も交え、3 人でやってみるものいい。 
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杉江 

 ・人数が多いほど、盛り上がる。犬北小でクラスに問題を設置して子どもが次々に解いていく方法

で、盛り上がり活気があった。 

齊藤（友） 

 ・昨年度、大川先生はプリントを作成し、いろいろなパターンを考え、記入できるように、図形の

プリントを作成してくれた。考える資料があって、よかった。 

西 

 ・自分が児童だったら、この単元はとけたらワクワクする所。導入として取り入れるなら、子ども

の心を引きつけるものがいいのでは。自分だったら、面積の 2 つの図を示し、どちらが大きな面積

かあてさせ、興味をひく。 

安藤 

 ・今 1 年生の担任であるが、座席をどのようにすると効果的な授業になるか。 

杉江 

 ・「机をきちんとくっつけましょう」と教師が言うことは大事。学習集団の一体化は大切で、授業の

内容によりコの字型であれば、子ども同士のディスカッションに適しているし、学年と教科にもよ

る。理科教室などは教室が広いので、前に集まらせ凝集度を高めるのも 1 方法。体育→表現運動で

は、ちょうどよい大きさの円を、ロープで作ってその中に集まらせるのも 1 方法。 

田中 

 ・子どもはテストの時に「÷2 って、要るんだったっけ？」と、必ず聞いてくる。どういう過程で

面積の求め方が成り立っているのか、イメージさせることを心がけて授業を行っている。 

水野（綾） 

 ・最後の問題では、大人数で盛り上がるとのこと。児童はそういった形態時に「解きたい」という

気持ちが湧くんだなあ、と思った。 

井戸 

 ・筋道や光が見えてきた。13 時間終わって、児童の変容が楽しみ。 

西岡 

 ・自分は 5 年生の算数は 1 回のみ経験あり。見通しをたてての授業は苦手分野なので、勉強しよう

と思い参加した。聞くばかりですが、勉強したい。 

後藤（眞） 

 ・西先生もいって見えたが、何で勉強するのか、導入はどうするのか…大切だと思った。 

 

明日の協議に向けて 

溝口 

  ・1 時間 1 時間、児童の動きを予想しながら、学習活動や評価・観察のポイントをしっかりと考え

たい。 
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  ・ふり返りの項目や内容をもう少し考え直したい。 

  ・最初と最後が大切なので、最初と最後の授業構想をもう少し練り直したい。 

 参加職員 

1年：安藤 2年：後藤（眞） 3年：若原 5年：溝口、五味、水野（綾）、杉本 6年：田中、西、 

 齊藤（友） その他：西岡、遠藤、井戸 

 

２ 8 月 3 日 (火 ) 

 

 話し合いの内容 

1．授業者の考え 

2．2～6 時限目の学習の流れ 

3．明日の話し合いのポイント 

 

（１）溝口教諭より 

・単元を見通した計画を立てるために、単元構成の見直しをした。1 単元の流れと関わりを整理し

た。 

・面積の 4 つの公式を押さえる→面積求める→公式を説明する。 

・平行四辺形・台形・ひし形は、1 時間で公式を理解して練習問題を解く流れになっている。三角

形も同じ流れ（1 時間で公式理解と練習問題をセット）にして進めてよいか迷う。三角形は最初に

扱うので、時間をかけてやった方がよいか。 

・説明させる力をつけたい。4 つの公式を学習するので説明をする場が 4 回ある。 

 

（２）杉江より 

・p.4 の直角三角形の説明を、教師がヒントのようにして説明してしまった方がよい。直角三角形

と三角形の両方を考える必要はない。 

・めあてを「つばささんとみらいさんの考え方を友達に説明できるようになろう」にしてもよい。 

・p.5 での説明時に、子どもから「p.4 で先生が言っていたのと同じ」という意見が出るとベスト。 

 

（３）協議 

１）2 時限目のゴール設定と授業の流れについて 

ゴール設定 

・最初に公式がでてくる所なのでじっくりやっていく。三角形を分けることは、ひらめかないので、

教師が示すことが大切。 

・ゴールは、つばささんの考えを説明できることを最低ラインに設定する（みらいさんの考え方を

説明できればもっといい）。 
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・「底辺×高さ÷2」の公式を知っているから、すぐに理解できるのであって、初めての子ども達に

は難しい。とにかくここでは、「長方形の半分」を必ず押さえる。 

 

教師が押さえるポイント 

・p.4 と p.5 をまとめて、公式の意味を理解する。次に p.6 で公式をつかった問題を解いて練習し

た方がよい。3 つのやり方について考える。やり方はいろいろだけれど、長方形の半分を押さえる。 

・長方形の半分→半分から「÷2」の考え方ができる。この考えがわかっていないと、公式を考える

時に、「÷2」があったかどうかで迷うことになる。 

・教師の説明を手がかりにして公式を導くことができる。 

 

授業の流れ 

・初めから、ヒントを見せずに挑戦させる。ヒントコーナーにつばささんとみらいさんの考えのコ

ピーを置いて活用できるようにする。 

・「個人思考→グループの話し合い→この後の確認」をどうするか。わざわざ全体で発表させて確認

する必要はあるか。少なくとも 3 人には説明して、サインをもらってはどうか。みんなに発表した

い子を全体で発表させて確認してもよい。「本当に長方形の半分が分かったか、隣に説明して確認し

てごらん」。3 人グループを作って、みらいさん役、つばささん役、あゆみさん役に分担して説明し

てもよい。 

・考えを自由に説明し合う→上手に説明できた子はだれ？→なるほど説明をしてもらおう。説明を

聞く時も、めあてができる（後で、なるほど説明をした子の名前を言ってもらうからね）。 

 

 

 

 

２）3 時限目のゴール設定と授業の流れについて 

・公式につなぐ考え方。 

たて×よこ（長方形）÷2 

    ↓  ↓ 

    高さ×底辺      ÷2 （三角形の用語に変わる。しかも、たてと横がチェンジ） 

   高さは、必ずしも三角形の中にあるとは限らないので、高さを見つけるのが難しい。 

   底辺は、必ずしも下にあるとは限らないので、難しい。 

・p.6 は p.7 へつながる考え方である。公式＝どんな三角形にあてはめてもできる。だから公式が

ある。 

・底辺や高さは教師が教えねばならない。p.6 の 3 つの三角形を見て、ルールを考え出す。 

・①公式の意味が分かる、②公式を使って面積を求められる、というように、今日のめあてが 2 つ

子どものつまずきをイメージして単元構成をする。 

三角形は、他の図形を考えるための基本になるので、じっくり進めたい。 
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になってもよい。 

・底辺の上に高さがのっている。底辺を見つける練習がいる。練習問題では、底辺と高さを定規で

測って計算するのがよい。底辺と高さを見つける作業を含むため。 

 

３）4 時限目のゴール設定と授業の流れについて 

・四角形を三角形に分割して計算する。長さを測る作業が入っている。あらかじめ、ミリは出ない

ことを伝えておく。この問題を最低限のゴールに設定する。 

・発展問題として、楔形や五角形の面積を求める問題を用意するとよい。できたら、先生にプリン

トを見せて、確認する。次からどんどんチャレンジさせる。個人思考の時間をとる。個に応じて確

認ができる。 

・チャレンジ問題は、副教本の 1・2・3 の p.15 に載っている。導入でこの UFO の図形を提示しても

よい。 

 

４）5 時限目のゴール設定と授業の流れについて 

・課題の表現：「平行四辺形の面積というと難しく感じるけれど、底辺×高さでできてしまう。その

理由を、つばささん・みらいさん・あゆみさんが説明しています。１つでもたくさんのやり方を自

分の言葉で説明しよう」。 

・同じ説明でも、いろいろな考えかたがあり、その説明にふれさせる。個人思考は、書くことが大

切。どうやったら合理的に書けるのか練習が必要。 

・つばささんの考えを教師が説明してモデルを示す。書いていると時間がなくなる。長方形と一緒

だということに気付けばよい。 

・ゴールをつばささんの説明ができるというところに設定する。個人で考えた時より、1 つでも多

く理解できるようになろうという課題設定をする。 

 

５）6 時限目のゴール設定と授業の流れについて 

・頂点は、底辺からはみ出していても、高さが同じだと面積は変わらない。頂点がずれると、やせ

ていくように見えるけれど、変わらない。 

・変形マシーンが教科書の付録にある。 

 

６）明日の話し合いの重点 

・導入をどうするか。 

  子ども達がやりたいな。ひきつける話、ネタ。  

  一時間を魅力的なレクチャーにするか。教師主導で進めて良い。 

（公式を示してしまって、この考え方が分かるようになるんだよというもって行き方もある） 

 ・終了をどうするか。ドリル、自己評価。 
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３ ８月４日（水） 

 

 話し合いの内容 

 1.  授業者の考え 

 2． 単元導入時の流れ 

 3． 単元終了時の流れ 

 

（１）溝口教諭より 

 ・単元を見通せる導入の在り方について考えている。単元を見通し、学習の値打ちのある話をする

にはどうしたらよいか。面積では、量感を大切にしたい。量感を感じる場面は、面積を比較する場

が大切になる。 

 ・初めは、全く違う図形を見せる。次に、トランプをずらして見せる。見た目は違っても、面積は

同じになる。見た目以外で比較する方法を勉強する。 

 杉江 

 ・どれだけ驚きを与えられるか。子どもに疑問を残すことが大事。 

 ・単元計画に教師の発問や指示を入れて、指導案とは別に提示するといい。 

 ・単元見通しで、トランプをずらして見せ、「この面積が大きいか同じか、小さいかは 5 時間目に分

かるよ」とすれば、緊張感が残るので、知ろうとする。クイズで、答を CM 明けに確認するのと同じ

感覚。 

 ・振り返りカードを見せて教科書を使いながら丁寧に説明する。自主学習の手がかりとなって予習

意欲が高まる。 

 

（２）単元導入時の流れ 

 １）学習の流れ 

 ・説明（学ぶ値打ちを説明する） 

 ・プレテスト（できる範囲で解いてみよう） 

 ・振り返りカードで手順を説明する 

 

 ２）プレテスト 

 ・基本的に同じ内容のテストを最初と最後に行う。数字を変えるだけ。 

 

 ３）授業の流れ 

 ・13 時間あるけれど、どのように勉強していくのか説明するよ。一つひとつクリアすると、最後の

難しい問題が解けるようになるよ。 

 ・p.4 と p.5 を開いて．ここでは、長方形と正方形の面積を求めるよ。もう習ったね。できるかど
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うかやってみよう。三角形もあるね。四角形以外でも、面積を求められるようにするからね。 

 ・長方形や正方形を利用すれば、なんだかできそうだよ。 

 ・つばささんとみらいさんの考えがでてくるので、それを読み取って説明できるようにするのです

よ。ここまで、勉強すると、三角形の面積が出せるようになるのだよ。 

 

（２）単元終了時の練習問題の提示 

 ・どれだけ学習活動量を増やせるか 

 ・理解度に合わせて進められるようにするか 

 進め方 1 

 オープンスペースのような広い場所に、練習問題をコーナーにおく。自分でどんどん問題にチャレ

ンジする。 

 進め方 2 

 教室に問題をレベル別におく。15 分を１区切りとして、自由に動く。 

 机の配置は、グループか一人か 両方用意しておき、自由に使ってよいことにする。 

 ・できた児童は、問題づくりを行う。ゴールの教室を用意して、友達と作った問題を解き合っても

よい。 

 ・練習問題・・・5 年生全クラス合同で行う…検討課題 

  12 時間目は、復習と定着に時間を使う（2 クラス合同で、3 コースに分かれる） 

  13 時間目は、発展（4 クラス合同で、5 コースに分かれる） 

 学級集団がよくないと危険。できる子へは「すごいね」、できない子へは「がんばれ」とフォローで

きる学級経営。 

 できなかった子もがんばりを認められるように。 

 

（３）p.14 の授業展開  

 ・頂点を横にずらすと、面積は変わらない。頂点をたてにずらすと、高さが変わるので、面積が変

わる。 

 ・高さを変えるとどうなるか、やってみる。何のためにこの活動をするのか必然性がいる。 

 ・単元のねらいから、はなれる。 

 

４ 9 月 8 日（水） 

 

 話し合いの内容 

  1. 杉江より 改善のポイント 

  2. 溝口より 授業のポイント 

  3. 校長より 改善のポイント 
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  4. アンケートについて 

  5. 質問等 

 

（１）改善のポイント（杉江） 

 ・指導案では言葉を補い、曖昧さをなくすようにする。 

   例えば、学習の流れ…本時の学習か、単元の学習かをはっきりさせる。 

    子どもが「…について説明できる」といった場合、個として説明できるようになればいいのか、 

グループとして説明できればよいのか。 

 ・学習活動にねらいを書く。 

   何のための活動なのか。個人としてどういう課題意識で取り組むのか。 

   指導案の学習活動を書いた後で、ねらい（   ）として項目を起こして書いてもよい。 

 ・単元見通しの終わり方は、意欲の宣言をする（集団意思決定）形がある。 

    単元の見通しを説明することで、やることがわかった。そこで、自分はこれをできるようにし 

たいというような宣言をグループで行う。 

 ・導入では、クラスの全員が高まることが大切であることを伝える（クラスの課題・協同の課題）。 

 ・学年の協同があるので、学年のゴールを示す。 

   赤白の色のついた棒で、赤：分かっている、白：分からないというような実態が視覚的に分か 

るようにすることで、他の子の進み具合を気にしながらも、問題が解ける。 

 ・クラスとしての評価をする。 

   個人差があるけれど、頑張ることは大切だということが分かる。 

   同じクラスの子は、仲間なのだということが分かる。 

 

（２）溝口教諭 

 ・説明する力が大切。この単元では、説明力に重点をおきたい。 

 ・2／13 時間目が基礎になる。2 時間目に習って、授業を進めるようにしたい。 

 ・説明ができたという気持ちをもたせたい。 

  教科書を資料として使えることを感じさせるとよい。 

 ・十分な説明というもののイメージがわかないと説明できない。教師が、説明するということは、

こういうことだということをおさえるようにしたい。 

 ・4 つの面積の公式を使えることが最低ラインになるので、この 4 つを押さえたい。 

 ・4 つ（三角形、平行四辺形、台形、ひし形）の授業は同じパターンで取り組む。 

   公式を考える → 公式が分かる → 公式を使える 

   ＊このパターン化によって、分かりやすくなったということが振り返りなどで分かると良い。  

   ＊振り返りのわくを大きくとることで、たくさんの文が書けるようになる。 
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（３）校長 

 ・一斉と全体交流では、学習形態が違う。一斉は、教師が話す。全体交流は、子ども達が学び合う。 

 ・評価は、「取り組む」だけでよい。「つかむ」「まとめる」の所は必要ない。 

 

（４）アンケートについて 

  4 つの尺度で、単元終わりにアンケートをとる。（他校のデータがあるので、比較できる）  

  ①教師への適応感 

  ②協同 

  ③ディスカッションスキル 

  ④学校生活適応感         

  さらに、 

  ⑤満足度調査・・はじめ、中 2 回、終わり、にとる。  

  ⑥単元後に、教師の手立てが有効であったのかについてのアンケートをとる。 

   ※単元全体について説明があった方がよいですか等 

 

（５）質問・意見等 

 ・ねらいを入れて計画を立てることが分かった。 

 ・値打ちを感じること…値打ちの意味って？→授業の意義 

 ・目標を吟味することが大切。追試できるように、どこまでできればよいかを明確にする。 

・ねらいをスモールステップで示すことで、課題をもって子どもが取り組める。また、成功体験も

できる。 

 ・ワークシートやノートに書いた振り返りは、必ず見る。子どもは見て欲しいと思っている。 

 ・創造性は、基本があるからこそ生まれる。もとのネタをアレンジすることが創造。 

 ・押さえる部分と、説明させる部分の時間配分が難しい。 

 ・単元を見通した計画を立てることで、一コマずつの授業がつながりのあるものになり、意味をも

ってくる。単元全体で力をつける。 

 

５ 10 月 5 日（火） 

 

 話し合いの内容 

 1. アンケートについて        

  2. 単元への想いについて       

  3. 指導案について 

  4. 振り返りについて 

  5. 習熟テストについて 
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（１）アンケートについて 

 ・アンケート 1 は、単元前と後に実施する 

 ・アンケート 2 は、満足度の調査（途中で実施する） 

 ・アンケート 3 は、単元直後に実施する 

  ※項目に、「どちらでもよい」があるが、比較するために項目の変更はできない。 

 

（２）単元への思いについて 

 ・指導案では、「２ 単元への思い」に、「子どもに身に付けてほしい態度」と「単元の目標」がある

が、区別が難しい。重複している。 

 ・教材に関わるもの、学習に関わるもの、に分けて書くとよい。 

  具体的には、次の 3 つを文章にする。 

  ①単元への思い（どういう学力をつけさせたいか） 

  ②授業モデルの大枠 

   主体的に学ぶ経験をすること、協同学習のもち方。 

   ＊留意点をつける 

    ・指示は、あらかじめ明確に示し、活動中は指示を少なくする。 

    ・各ステップの見通しをもたせる。 

  ③単元目標           

 

（３）指導案について 

 ・1／13 時について 

  読む人によって取り方が違う。客観的に見て、誰にでも分かるような文章が望ましい。 

  ×自分の言葉で→○自分の理解したことを言葉にできる 

  本時の目標には、個人の目標と学び合いの目標を書くとよい。 

  客観的に見て、次のように意味が分かるかどうか。 

   グループ全員が説明できるように。 

   ３つの方法のうち１つは説明できるようにする。 

 ・12／13 

   コースの設定：3 つのコースの位置づけを考える。 

   テストを行い、各コースの基準を設定しておき、コース分けをあらかじめしておく。 

 

（４）振り返りについて 

 ・振り返りの観点を事前に具体的に伝えることで、振り返りやすくする。 

 ・①「忘れ物なし」は、いらない。 

 ・教師自身が、授業の振り返りを行う。振り返りの観点を決め、それに沿って毎時間振り返る。 



 - 32 -

e.g. 目標にせまることができたか。  

   子どもの動きはどうであったか。 

   ねらいが子どもに伝わったか。 

 

（５）習熟テストについて 

 ・達成度を見る。 

 ・昨年と同じような問題であれば、観点別で比較することができる。 
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６ 実践報告その１ 単元の構想 

 

１ 単元 面積の求め方を考えよう 

 

２ 単元の目標 

○既習の面積公式をもとに、三角形、平行四辺形の面積を求める公式を進んで見出そうとする。 

○既習の面積公式をもとに、三角形、平行四辺形の面積を工夫して求めたり、公式を考えたりする

ことができる。 

○三角形、平行四辺形の面積を求める公式を用いて、面積を求めることができる。 

○三角形、平行四辺形の面積の求め方を理解する。 

 

３ 単元を通して学び合いの目標と評価 

 目標 

 ○グループでそれぞれが考えをもち寄り、考えをまとめ、グループのメンバー各自が自分の理解し

たことを言葉にして説明できるようになる。 

 ○グループでの討議をふまえ、自分の意見と異なる仲間の意見を聞いて、その考え

を理解することができる。 

 評価  

 ○グループで協同して考えをまとめ、自分の理解したことを言葉にして説明することが

できたか。  

 ○仲間の意見を聞いて、その考えを理解することができたか。  

 

４ 子どもの姿 

本学級（溝口学級）の児童は、大変明るく元気に活動している。学習においても意欲的で、集中し

て取り組むことができる。しかし、自分の考えを仲間に説明する力がやや低いと感じる。頭の中でイ

メージできていることも、自分の言葉で表現することができない姿をよく見かける。そこで、自分の

考えについて根拠を明らかにし、自信をもたせることが必要であると考える。 

 

５  めざす子どもの姿 

自分の考えを相手に分かりやすく説明する力を養いたい。仲間と協力しながら考えをまとめ、自分

の理解したことを自身の言葉で説明したり、仲間の意見を聞いて考えを学び取ったりすることで、自

己の学びを深め、仲間と共に高め合える姿を目指す。 
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６ 指導の構想 

（１）単元への思い 

本単元では、三角形、平行四辺形などの様々な平面図形の面積の求め方を考えながら、面積の概念

の理解を深めることを主なねらいとしている。平面図形の面積については、第 4 学年で長方形・正方

形の面積の求め方や公式を学習している。これらの既習内容をもとに、三角形や平行四辺形などの基

本図形の面積の求め方や公式を学習する。ここでは、公式を覚えそれを活用して面積を求めることだ

けではなく、公式をつくり出す過程について考えることを大切にしたい。面積を求める過程において

図形は分割して考えられること、ない部分を補って考えられることを、「既習の図形に帰着して考える」

よさを感じられるように、子どもの自由な発想を大切にしながら支援していけば、台形やひし形など

いろいろな四角形の求積の際に、既知の考え方を発展させて考え、公式を知らなくても自分の力で解

く態度が身に付くだろう。そして、こうしてつくり出した公式を利用して面積を求める利便性を感じ

ることもできるだろう。 

 

（２）手だて 

 ①児童が単元を見通して学習を進める。単元の学習の見通しをもつために第 1 時限目の授業で 3 つ 

の活動を取り入れる。 

 １つ目は、図形の面積を求めるという本単元の学習の値打ちを、具体物を使って説明することであ

る。 

 2 つ目は、単元のはじめに単元テストを実施することである。これにより、単元末にどこまで学習

するのかという内容のゴールを示し、単元の終わりまでの学習の流れについて明確なビジョンをもた

せる。    

 3 つ目は、授業のめあてと本時の学習内容がかかれた振り返りカードを見せ、教科書と照らし合わ

せながら一単元分の学習の進め方についてガイダンスを行い、先の授業が見通せるように説明するこ

とである。 

 

 ②説明する力を養うための学習活動の工夫 

 説明する力をつけるために単元を通して 3 つの活動に重点を置く。 

 1 つ目は、じっくり問題を読み解くことである。そこで、個人思考の時間を十分にとり、自分の考

えをしっかりもたせることを大切にしたい。また、ワークシートを使って自分の考えを言葉にして書

き出すことを繰り返し練習させたい。 

 2 つ目は、個人で考えたことや分かったことをグループ内で交流し、仲間と協力して考えを高め合

うことである。グループ内で自分の考えた方法を自身の言葉に表して何度も説明したり、仲間の意見

を聞いて友だちのよさを自分の考えに取り入れたりしようとする主体的な学習活動ができると考える。 

 3 つ目は、グループで考えた方法を他のグループの友達に自身の言葉で説明することである。グル

ープ内で仲間と考えをまとめたことにより自分の考えに根拠をもち、自信をもって他のグループの友
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達に説明できるようになると考える。またここでは、他の友達の意見を聞いて、自分の考えと「違う」

か「同じ」かを確認し、自分の考えと違う仲間の考えを聞いて「どうやって考えたのだろうか」と考

えようとする経験もさせたい。他の友達のいろいろな考え方や見方、分かりやすい説明にふれること

で、多面的な考え方や方法、筋道を立てて説明することの大切さを感じさせたい。 

 

 ③単元の最後の 2 時間は学級を解体して授業を行う。 

 学びのスタイル別に用意されたクラスを子ども自身が選ぶことにより、より自分に合った学習のス

タイルや習熟度で学習を進めることができるので、学習への主体性が高まり、個に合った理解を深め

ることができると考える。 

 

７ 単元の構想（13 時間完了）  

                           ・・・学習内容  ○・・・時数 
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８ 振り返りカード 

 

本実践で用いた振り返りカードの様式を下に示す。 

 


































































































































































































